
 ＭＴＸ+ＡｒａＣ+ＰＳＬ髄注療法  
 

血液内科 

 急性白血病、骨髄異形成症候群 

 

★投与量  

メソトレキセート注 10～15mg/body mg 髄注 Day1 

キロサイド 20～40mg/body mg 髄注 Day1 

プレドニン 20～40mg/body mg 髄注 Day1 

注射用水  20mL 溶解用のため払出す 

 

★点滴スケジュール  

Day1 

 

 

 

 

 

 

 

★投与スケジュール・・・1 クール  7 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★注意事項 

・中枢神経系白血病の予防、治療 

・1 週間に 1回のみ施行 

・.注射用水も準備する 

・併用可能レジメン 他の治療と併用することあり 

・上記以上の増量不可 

・髄注後 3時間は、ベッド上安静、臥床 

・体重、年齢、症状に応じてメソトレキセート、キロサイドの投与量を減量する 

・24～36 時間以内に発症する頭痛に対しては、ハイペン、バルプロ酸ナトリウム徐放錠を投与する 

メソトレキセート注 mg ↓ 

キロサイド mg ↓ 

プレドニン注 mg ↓ 

注射用水（要準備！） 20mL ↓ 

 （投与日） 1 

計算値 

印 印 

メソトレキセート＋ 

キロサイド＋ 

プレドニン＋ 

注射用水（溶解用）     髄注 

処方用量 

次回クール 

／ 

ID          

患者名 

初回 ・ 継続 （前回  / ） 

 

計算不要のため体表面積換算省略       


